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物理学 ,生物分子制和学 (分子遺伝学等を含む) ,細胞機構学 ,生体エネルギ
⊥学のような分子及細胞生物物理学的なもの.高次情報制勧学 ,生体情報処理
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し量) ,年間 15009以上 ,そして同じ機械で液体水素を年間 8002程度製造














大 学 院 生 活
- 物 性D.C.-
石 井 広 湖(a_C.2)
表題について私感を混じえて紹介します｡私共の所では人による}違いはあり
ますが.班.C.1年の中頃から研究活動に入 りますO学年とかその人の実力に俵
り､指導を受ける度合は様々ですが.ともかくまずoriginalな仕事をする事
を第-LZ)目標とします｡それは各研究室で先生から絶えず言われている事で.
IL
冒ぎす所はまず趣く狭い範紐でよいから､その今野でのプロになる乳 言いか
えればその分野で各自が 8函数的なカを持つようになる事.次の段階で.は別の
テーマで同じ事をする事.そしてD.C二を終る頃にはいくっかの 8函数を立て
るということです｡こうすると自ずから∂函数が幅を持ってくるということで
す｡研究第-の建学当初からの気風が年々受け継がれてきている事で.阪大理
学部の特色だと思いますO申し遅れましたが.研究テーマはM.a.ではほとん
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